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【はじめに】手術室看護師にとって、血液感染

につながる針刺し・切創事故からの感染予防は

重要である。以前、当手術部は看護師による針

刺し・切創事故が多く発生したため、現状分析

と改善策を実施した。その結果、看護師独自で

引き起こされる事故の減少は認めたが、手術野

における医師と器械出し看護師の器械の受け渡

しに関する事故はなくならない現状を報告す

る。

【方法】手術室看護師を対象に、器械出し看護

教育、意識改革、安全器材の導入などの改善策

を行った。

【結果】改善策を実施した結果、看護師独自で

発生していた事故は減少した。しかし医師と看

護師による器械の受け渡しによる事故が継続し

て発生した。

【考察】看護師自身の針刺し・切創事故が減少

したことから改善策の効果は認められた。しか

し医師と看護師による器械の受け渡しに関する

事故が、継続的に発生しており、ニュートラル

ゾーンの設置が必要である。手術部における針

刺し・切創事故は看護師のみで防止することは

不可能である。そのため、手術部における針刺

し・切創事故ゼロを目指すには、医師にも改善

策を働きかけ、協力を得ることが大切であると

考える。
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